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７月 15 日、八千代海洋センターで大人の７月 15 日、八千代海洋センターで大人の

カヌー教室を開催しました。カヌー教室を開催しました。

主な内容主な内容

◎水害に備えよう・・・２～５ページ◎水害に備えよう・・・２～５ページ

◎議会だより No.190・・・14 ～ 19 ページ◎議会だより No.190・・・14 ～ 19 ページ
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いいえ

台風・豪雨時に備えてハザードマップと一緒に
「避難行動判定フロー」を確認しましょう

「自らの命は自らが守る」意識を持ち、
自宅の災害リスクととるべき行動を
確認しましょう。

避難行動判定フロー
必ず取組みましょうあなたがとるべき避難行動は？

※ハザードマップは浸水が発生するおそれの高い区域を
着色した地図です。 着色されていないところでも災害
が起こる可能性があります。

ハザードマップ※で自分の家がどこにあるか
確認し、印をつけてみましょう。

家がある場所に色が塗られていますか？

色が塗られていなくても、周りと比べて低い
土地などにお住まいの方は、市区町村からの
避難情報を参考に必要に応じて避難してくださ
い。

災害の危険があるので、原則として自
宅の外に避難が必要です。

ご自身または一緒に避難する方は避難に時間
がかかりますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？

警戒レベル３（高
齢者等避難）が出
たら、親戚や知人
宅に避難しましょ
う

警戒レベル３（高
齢者等避難）が出
たら、市区町村が
指定している指定
避難所に避難しま
しょう

警戒レベル４（避難
指示）が出たら、親
戚や知人宅に避難し
ましょう

警戒レベル４（避難
指示）が出たら、市
区町村が指定してい
る指定避難所に避難
しましょう

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？

平時に
確認

はい

はい

はい いいえ はい いいえ

いいえ

自分、家族、大切な人の
命を守るために。

― 水害に備えよう ―
集中豪雨や台風などで災害が発生した時、安全に避難するには、日頃からの備えが大切です。

災害の危険度やその時に取るべき避難行動、避難場所、持ち出し品など、
事前準備や災害時の対応について確認しておきましょう。

必ず取組みましょう

▲ 八千代町洪水
ハザードマップ

※日頃から「いつ、どこへ、どんな方法で避難するか」を家庭内で話し合っておくことがとても大切です。
※指定避難所・指定避難場所の一部は洪水時には使用できませんので、事前に確認しておきましょう。

いいえ

台風・豪雨時に備えてハザードマップと一緒に
「避難行動判定フロー」を確認しましょう

「自らの命は自らが守る」意識を持ち、
自宅の災害リスクととるべき行動を
確認しましょう。

避難行動判定フロー
必ず取組みましょうあなたがとるべき避難行動は？

※ハザードマップは浸水が発生するおそれの高い区域を
着色した地図です。 着色されていないところでも災害
が起こる可能性があります。

ハザードマップ※で自分の家がどこにあるか
確認し、印をつけてみましょう。

家がある場所に色が塗られていますか？

色が塗られていなくても、周りと比べて低い
土地などにお住まいの方は、市区町村からの
避難情報を参考に必要に応じて避難してくださ
い。

災害の危険があるので、原則として自
宅の外に避難が必要です。

ご自身または一緒に避難する方は避難に時間
がかかりますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？

警戒レベル３（高
齢者等避難）が出
たら、親戚や知人
宅に避難しましょ
う

警戒レベル３（高
齢者等避難）が出
たら、市区町村が
指定している指定
避難所に避難しま
しょう

警戒レベル４（避難
指示）が出たら、親
戚や知人宅に避難し
ましょう

警戒レベル４（避難
指示）が出たら、市
区町村が指定してい
る指定避難所に避難
しましょう

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚
や知人はいますか？

平時に
確認

はい

はい

はい いいえ はい いいえ

いいえ

【参考資料】内閣府  避難行動判定フロー
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現金（小銭を含む）※公衆電話用に10円玉、100円玉
車や家の予備鍵
予備の眼鏡、コンタクトレンズなど
銀行の口座番号・生命保険契約番号など
健康保険証、お薬手帳
身分証明証（運転免許証、パスポートなど）
印鑑
母子健康手帳

携帯電話・スマートフォン（充電器を含む）
携帯ラジオ（予備電池を含む）
家族の写真（はぐれた時の確認用）
緊急時の家族、親戚、知人の連絡先
広域避難地図（ポケット地図でも可）
筆記用具

非常食
飲料水

防災ずきん、ヘルメット
懐中電灯（予備電池を含む）
笛やブザー（音を出して居場所を知らせるもの）
万能ナイフ
使い捨てカイロ
マスク
ビニール袋

アルミ製保温シート
毛布
スリッパ
軍手、皮手袋
マッチ、ライター
給水袋
雨具（レインコート、長靴など）
レジャーシート
簡易トイレ

救急セット
常備薬・持病薬
タオル
トイレットペーパー
着替え（下着を含む）
ウェットティッシュ

紙おむつ（幼児用・高齢者用など）
生理用品
粉ミルク・哺乳瓶（赤ちゃんに必要なもの）
その他自分の生活に欠かせないもの

災害時の救助や
救援物資の到着までに
最低限必要なものは
準備しておきましょう

⚫持ち出し品は、両手が使えるリュックタイプの袋などにまとめておきましょう
⚫避難の妨げにならないように、軽くコンパクトにまとめましょう
⚫自分や家族の状況に応じて必要なものを選びましょう
⚫自分に必要なものの優先順位を決めて準備しましょう
⚫定期的に中身をチェックしましょう

貴重品

便利品
など

食料など

情報収集
用品

その他

清潔・健康
のための
もの

ご自身の環境に合わせて必要なものを準備してください

ポイント

自分、家族、大切な人の
命を守るために。

― 水害に備えよう ―
危険度

高

危険度

低
※警戒レベル 5 は、すでに災害が発生している、または発生直前で命の危険がある状態です。必ず発令される情報
　ではありませんので、警戒レベル 5 を待つことなく、警戒レベル 4 までに避難することが必要です。

どの警戒レベルで、どんな行動をとるか

避難する時、持っていくものは？

現金（小銭を含む）※公衆電話用に10円玉、100円玉
車や家の予備鍵
予備の眼鏡、コンタクトレンズなど
銀行の口座番号・生命保険契約番号など
健康保険証、お薬手帳
身分証明証（運転免許証、パスポートなど）
印鑑
母子健康手帳

携帯電話・スマートフォン（充電器を含む）
携帯ラジオ（予備電池を含む）
家族の写真（はぐれた時の確認用）
緊急時の家族、親戚、知人の連絡先
広域避難地図（ポケット地図でも可）
筆記用具

非常食
飲料水

防災ずきん、ヘルメット
懐中電灯（予備電池を含む）
笛やブザー（音を出して居場所を知らせるもの）
万能ナイフ
使い捨てカイロ
マスク
ビニール袋

アルミ製保温シート
毛布
スリッパ
軍手、皮手袋
マッチ、ライター
給水袋
雨具（レインコート、長靴など）
レジャーシート
簡易トイレ

救急セット
常備薬・持病薬
タオル
トイレットペーパー
着替え（下着を含む）
ウェットティッシュ

紙おむつ（幼児用・高齢者用など）
生理用品
粉ミルク・哺乳瓶（赤ちゃんに必要なもの）
その他自分の生活に欠かせないもの

災害時の救助や
救援物資の到着までに
最低限必要なものは
準備しておきましょう

⚫持ち出し品は、両手が使えるリュックタイプの袋などにまとめておきましょう
⚫避難の妨げにならないように、軽くコンパクトにまとめましょう
⚫自分や家族の状況に応じて必要なものを選びましょう
⚫自分に必要なものの優先順位を決めて準備しましょう
⚫定期的に中身をチェックしましょう

貴重品

便利品
など

食料など

情報収集
用品

その他

清潔・健康
のための
もの

ご自身の環境に合わせて必要なものを準備してください

ポイント

（レインコート、長靴など）

警戒レベル 避難情報等 取るべき行動

５ 緊急安全確保 命を守る行動を

――――――　警戒レベル４までに必ず避難！　――――――

４ 避難指示 危険な場所から全員避難

３ 高齢者等避難 危険な場所から高齢者等は避難

２ 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁が発表）

ハザードマップ等で
避難行動を確認

１ 早期注意情報
（気象庁が発表） 最新情報に注意する
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広告

        

詳細はこちら

茨城県結城郡八千代町菅谷502番地1
ＴＥＬ ０２９６－４８－２３１１
E-mail    sawaki-k@swk-g.co.jp
ＵＲＬ swk-g.co.jp

茨城県知事登録旅行業 第２－３１４

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日9：00～18：00

昭和36年から続く横浜元町ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｽﾄﾘｰﾄの恒例ｲﾍﾞﾝﾄ「元町ﾁｬｰﾐﾝｸﾞｾｰﾙ」

コース

八千代町７：００発 ～ 横浜元町ショッピングストリート（自由散策）・横浜中華街（昼食・買物） ～ 八千代１８：００頃着

【貸切バス代・昼食代を含む】

※自社バス（サワキ観光バス）バスガイト同行・最少催行人員２５名

昭和36年から続く横浜元町ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｽﾄﾘｰﾄの恒例ｲﾍﾞﾝﾄ「元町ﾁｬｰﾐﾝｸﾞｾｰﾙ」年から続く横浜元町ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｽﾄﾘｰﾄの恒例ｲﾍﾞﾝﾄ「元町ﾁｬｰﾐﾝｸﾞｾｰﾙ」年から続く横浜元町ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｽﾄﾘｰﾄの恒例ｲﾍﾞﾝﾄ「元町ﾁｬｰﾐﾝｸﾞｾｰﾙ」年から続く横浜元町ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｽﾄﾘｰﾄの恒例ｲﾍﾞﾝﾄ「元町ﾁｬｰﾐﾝｸﾞｾｰﾙ」年から続く横浜元町ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｽﾄﾘｰﾄの恒例ｲﾍﾞﾝﾄ「元町ﾁｬｰﾐﾝｸﾞｾｰﾙ」年から続く横浜元町ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｽﾄﾘｰﾄの恒例ｲﾍﾞﾝﾄ「元町ﾁｬｰﾐﾝｸﾞｾｰﾙ」年から続く横浜元町ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｽﾄﾘｰﾄの恒例ｲﾍﾞﾝﾄ「元町ﾁｬｰﾐﾝｸﾞｾｰﾙ」

異国情緒溢れる日本最大の中華街散策をお楽しみ下さい。

※写真はイメージです

旅行代金
（おひとり様）

出発日：９月２３日（土）・１０,０００円（税込）

横浜中華街「中華街大飯店」でオーダー式中華料理130品食べ放題♪

マイ・タイムライン（防災行動計画）を作ってみよう

主な備え

台風について調べ始める

・家族の今後の予定を調べておく

避難する時に持っていくものを準備する

住んでいる所と上流の雨の量を調べる

川の水位を調べる

避難完了

・ハザードマップをみて，近くの川を確認する

・インターネットで「川の防災情報」（国土交通省

ＨＰ）や「茨城県河川情報システム」（茨城県ＨＰ）

を検索し，川の水位を確認する

避難しやすい服装に着替える

・携帯電話の充電をする

・動きやすい靴をはく

安全なところへ移動を始める

・避難所の開設状況を確認する

・川の水位を調べる（再確認）

マイ・タイムラインの作成例
世帯構成

２人世帯【大人２人】

生活環境

自宅周辺は最大３メートルの浸水が想定される

車１台所有

普段から服用している薬や飲料な

ど事前に準備しておきましょう。

上流で降った雨は，下流に流れて

くるので，住んでいる所が大丈夫で

も油断しない！

テレビのデータ放送なら，いつでも

確認できます。

台風が最も接近するのはいつであ

るか，自分の住んでいるところも影

響を受けるのか等確認しましょう。

台風について調べ始める

避難する時に持っていくものを準備する

住んでいる所と上流の雨の量を調べる

川の水位を調べる

避難しやすい服装に着替える

安全なところへ移動を始める

標準的な防災行動

マイ・タイムラインの作り方
台風が発生してから避難を完了するまでの行動を考えます。

① 下の「標準的な防災行動」を見ながら自分ならどういう順番に行動するか考えて，順番を振ってみましょう。

（上では順番例を記載していますが，正解があるわけではありません。）

② ①で考えた順番を，右下の様式の「主な備え」の欄に移動させましょう。

（作成様式の左側にある「そなえまでのおおよその時間」や「行政から発信されえる情報」等を参考にしましょう。）

③ 移動させた標準的な防災行動の他にも，自分の家族構成や生活環境から必要だと思う防災行動を考え，書き足しましょう。

（記載例の「主な備え」の中の防災行動や作成様式の左側にある「その他の防災行動の例」を参考にしてください。）

※災害はマイ・タイムラインで想定してとおりに進行するとは限りません。防災行動の目安として考え，実際の災害時には気象情報や避難情報

をこまめに確認し，適切に避難しましょう。

避難完了

順番

６

７

３

１

４

５

２

氾濫が発生

避難判断水位到達

氾濫危険水位到達

・天気予報を見る

・車にガソリンを給油する

・ハザードマップを見てどこに避難するか確認する

・〇〇を持っていく

川によっては国のＨＰ（ホー

ムページ）か県のＨＰ（ホーム

ページ）のどちらかでしか見

られないことがあります。

普段から確認しておくこと

が重要です。

①

②

★安全に避難するためには・・・！

※あくまで一例です。

自分用のマイ・タイムライン

を作成するための参考として

ご利用ください。

・車を高台に移動させる

※あくまで一例です。

自分用のマイ・タイムラインを作成するための参考としてご利用ください。

・危険地域に住む両親に避難を促す

全ての避難所が開設していない

場合も想定し，テレビのデータ放送

や市町村からの防災メール，ホー

ムページなどで開設状況を確認し

てから避難しましょう。

※市町村が避難情報を発令するタイミ

ングはイメージであり、実際の洪水時と

は異なることがあります。

市町村が発令する避難情報（警戒

レベル４）です。

ハザード内に住んでいる方は原則

として，全員が安全な指定緊急避

難場所や親せき宅などへの避難，

又は２階以上に避難するなど身を

守るための行動をとりましょう。

避難勧告

避難指示

警戒

レベル４

避難準備・高齢

者等避難開始

警戒

レベル3

市町村が発令する避難情報（警戒

レベル３）です。

ハザード内に住んでいる方のうち，

高齢者等で避難に時間がかかる方

は早めに避難しましょう。

・国のガイドラインでは，市町村に

よる「避難勧告」を発令を，全員が

避難する段階としています。

・「避難指示」は必ず発令されるも

のではないので，「避難勧告」の発

令を機に避難しましょう。

６

７

３

１

４

５

２

③
国のガイドラインでは，市町

村による「避難準備・高齢者

等避難開始」の発令を，高

齢者などの要配慮者やその

支援者が避難する段階とし

ています。

親戚や知人に該当する方が

いれば，積極的に声をかけ

ましょう。

基本的な世帯の例

・大事なものを２階に上げておく。

以下省略（「作成様式」をご覧ください）

③
その他の防災行動の例

③

◆ マイ・タイムラインとは？
　個人の防災行動計画のことです。大規模な台風などが
　近づく前に取るべき行動を事前に整理しておくことで、
　いざというときの避難に役立ちます。

◆WEB版マイ・タイムライン
　　　　　　◀パソコンやスマートフォンで
　　　　　　　作成できます。完成した
　　　　　　　マイ・タイムラインは、
　　　　　　　保存や印刷をしておき
　　　　　　　ましょう。

◆WEB版マイ・タイムライン
パソコンやスマートフォンで

　　　　　　　作成できます。完成した
　　　　　　　マイ・タイムラインは、

◆ マイ・タイムライン作成出前講座
　町では、町内在住の防災士の方々と連携し、各種
団体やグループを対象に「マイ・タイムライン作成
出前講座」を実施しています。開催を希望する場合
は、下記までお申し込みください。

問い合わせ　消防交通課消防防災係（内線３３１０）

◆ 作成のポイント

 「標準的な防災行動」を見て、
　行動する順番に番号を振る
※順番に正解はありません。

　①で考えた順番を「主な備え」
　の欄に書き込む
※作成様式左側の「そなえまでの
　おおよその時間」や「行政から
　発信される情報」等を参考にし
　ましょう。

　自分の家族構成や生活環境から
　他に必要だと思う防災行動を書
　き足す

※災害は、マイ・タイムラインで
　想定したとおりに進行するとは
　限りません。防災行動の目安と
　して考え、実際の災害時には気
　象情報や避難情報をこまめに確
　認し、適切に避難しましょう。

１

２

３

◀詳細はこちら
（茨城県ホームページ）
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広告

静かなゆったりとしたお部屋で、ご自身を存分に癒して頂きながら、
お肌とお身体のメンテナンスができる一軒家サロンです。 お好みの過ごし方、
マッサージの力加減を伺いながら、お客様に寄り添ったおもてなしをお約束します。

POLAハートフルハート店
〒300-3555
茨城県結城郡八千代町芦ヶ谷769-15

📞📞0296492334  mm17650@mail.pola.co.jp

疲れた肌と身体をじっくり癒す、極上エステ

広告

町からの災害情報を入手しよう

第 62 回鬼怒・小貝水防連合体水防訓練を実施
　６月 25 日、鬼怒川右岸（大形橋下流）の河
川敷で、鬼怒・小貝水防連合体（八千代町、下
妻市、つくば市、つくばみらい市、常総市）に
よる水防訓練が行われました。これは、出水期
にあたり、水防体制を整えるとともに地域住民
に水防への協力と理解を深めてもらうためのも
ので、八千代町消防団からは、第４分団 10 人
が参加。茨城県常総工事事務所と土浦土木事務
所の指導のもと、「竹とげ」「シート張り」「積み
土のう・水のう」「月の輪」などの技術習得に努
めました。
　野村町長は「今回の訓練で学んだことを、こ
れからの水防活動に役立ててもらうとともに、
地域住民の生命と財産を守るため、引き続きご
協力をお願いします」と述べました。

訓練の様子

問い合わせ　消防交通課消防防災係（内線３３１０）

◆ 防災行政無線
　放送内容は、電話で確認することができます。

℡ 0296-49-4321

◆ メール
　メールで情報を受け取るには、登録が必要です。
　【登録方法】
　①右記二次元コードを読み取り、
　　空メールを送信
　※読み取れない場合は、
　　bousai.yachiyo-town
　　@raiden3.ktaiwork.jp 宛てに空メールを送信
　②返信されたメールに記載されているアドレス
　　（URL）にアクセスする
　③配信を希望する項目を選び、登録を押す
　④登録完了メールが届く

◆ 町ホームページ

◆ 町アプリ、公式 SNS

　　　iPhone 版　　　　　　　　Android 版

　      　Twitter　　　　    　 　　　LINE
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児童扶養手当

【支給対象児童】
父母が離婚、父または母が死亡、障がい、生死不明、
１年以上遺棄している、１年以上拘禁されている、裁
判所から保護命令を受けている、母が婚姻によらない
で生まれた 18歳（中度以上の障がいがある場合は 20
歳未満）の年度末までの児童

【受給資格者】
上記の支給対象児童を監護し、かつ生計を同じくして
いる父または母。また父母に代わって児童を養育して
いる人
※年金受給者であっても受給額が少ない場合は、差額
　分を支給することができます。
※事実上婚姻関係と同様の状況（事実婚）にあるとき
　は受給資格はありません。

【手当の支給】
受給資格者と同居の扶養義務者の前年の所得により支
給が制限されます。また、支給開始から５年経過する
と手当額が減額されます。

【手当月額】

〇４人目以降は、所得に応じて 3,130 円～ 6,250 円
　ずつ加算されます。

対象児童数 全部支給 一部支給
１人 月額　44,140 円

月額 10,410 円～
　　　60,780 円２人 月額　54,560 円

３人 月額　60,810 円

特別児童扶養手当

【手当の対象となる障害の程度】
〈１級〉
①身体障害者手帳おおむね１級・２級程度に該当する
　人（内部的疾患を含む）
②療育手帳の総合判定がⒶ・Ａ程度の知的障害者、ま
　たは同程度の精神障害者の人

〈２級〉
①身体障害者手帳おおむね３級程度に該当する人
　（内部的疾患を含む）
②療育手帳の総合判定がＢ程度の知的障害者、または
　同程度の精神障害者の人
※身体障害者手帳、療育手帳をお持ちでない方も受
　けられます。

【受給資格者】
身体的、知的、精神的に障がいがある20歳未満の児童
を家庭で監護する父母、または父母に代わって養育し
ている人

【手当月額】
等級 月額（対象児童１人につき）
１級 月額　53,700 円
２級 月額　35,760 円

問い合わせ　こども家庭課子育て支援係
（内線１４１０）

問い合わせ　福祉介護課障がい福祉係
（内線１３３０）

ひとり親家庭・障がいがあるお子さんの保護者の方へ

　受給資格があり手当の支給を受ける場合は、申請が必要となります。受給資格があっても、申請しない限り手
当は支給されませんので、ご注意ください。すでに認定されている方は、毎年８月に現況届（児童扶養手当）ま
たは所得状況届（特別児童扶養手当）の提出が必要です。

児童扶養手当・特別児童扶養手当のご案内
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日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

広告

保
護
者
と
一
緒
に
給
食
を
楽
し
む

小
学
１
年
生
を
対
象
に
親
子
給
食
を
実
施

６
月
５
日
、北
野
恒
介
さ
ん（
水

口
）
へ
の
自
衛
官
募
集
相
談
員
の

委
嘱
状
交
付
式
を
実
施
し
ま
し

た
。
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
志

望
者
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
自
衛

隊
協
力
本
部
が
行
う
広
報
物
を
掲

示
す
る
な
ど
募
集
事
務
に
お
い
て

防
衛
省
に
協
力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
町
長
と
自
衛
隊
茨
城
地
方

協
力
本
部
長
と
の
連
名
で
委
嘱
さ

れ
ま
す
。
北
野
さ
ん
は
平
成
25
年

か
ら
相
談
員
を
務
め
、
今
回
６
期

目
に
な
り
ま
す
。

自
衛
隊
と
地
元
の
か
け
橋
と
し
て

自
衛
官
募
集
相
談
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
を
実
施

委嘱状の交付を受けた北野さん（中央）

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
町
を
き
れ
い
に

﹁
し
ゃ
べ
る
場
ル
ン
ル
ン
﹂
で
道
路
清
掃
を
実
施

６
月
15
日
、「
し
ゃ
べ
る
場
ル
ン

ル
ン
」
の
参
加
者
と
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
「
み
ら
い
八
千
代
」

の
皆
さ
ん
が
道
路
清
掃
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
と
は
、
地
域
全
体
で
高
齢

者
の
生
活
を
支
え
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
も
の
で
、「
し
ゃ
べ
る
場

ル
ン
ル
ン
」
は
「
み
ら
い
八
千
代
」

の
協
力
の
も
と
、
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
で
き
る
集
い
の
場
と
し

て
、
月
に
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

道路清掃に参加した皆さん

６
月
９
日
に
川
西
小
学
校
（
根

本
亮
平
校
長
）、
16
日
に
中
結
城

小
学
校
（
仲
田
郁
夫
校
長
）
で
小

学
１
年
生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
親
子
給
食
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
給
食
の
時

間
を
児
童
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と

で
、
適
切
な
食
事
量
や
学
校
で
の

様
子
な
ど
を
保
護
者
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
児
童
た
ち
は
、
い
つ
も
と
違

う
環
境
で
の
給
食
を
笑
顔
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

川西小学校での親子給食の様子

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。 iPhone 版 Android 版

Topicsまちの話題

新
規
学
卒
者
と
地
元
企
業
を
つ
な
ぐ

就
職
情
報
交
換
会
を
開
催

６
月
15
日
、
令
和
５
年
度
就
職

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
と
町
商
工
会
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
下
妻
が
共
催
し
、
高

校
の
進
路
担
当
者
と
地
元
企
業
の

人
事
担
当
者
が
交
流
を
深
め
る
こ

と
で
、
新
規
学
卒
者
と
地
元
企
業

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。当
日
は
、

近
隣
市
町
の
高
校
11
校
と
地
元
企

業
19
社
が
一
堂
に
会
し
て
対
面
方

式
で
面
談
し
、
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

交換会の様子
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Topicsまちの話題
町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。 iPhone 版 Android 版

0296 -30 -5600

茨城県弁護士会所属：門井 節夫・関 健太郎・髙中 学・飯塚 夏樹・山本 大介

手
作
り
お
や
つ
を
作
っ
て
み
よ
う

４
年
ぶ
り
に
お
や
こ
食
育
教
室
を
開
催

６
月
19
日
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
伝
達
式
を
実
施
し
ま
し

た
。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
安
全
で
安
心
な

明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

全
国
的
な
運
動
で
す
。
当
日
は
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委

員
会
の
大
柳
浩
一
会
長
が
内
閣
総

理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
、

野
村
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
を
実
施

メッセージを手渡す大柳会長（右）

地
元
の
野
菜
を
知
ろ
う

学
校
給
食
に
八
千
代
町
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
登
場

６
月
30
日
、
地
産
地
消
の
一
環

で
、
町
内
小
中
学
校
の
給
食
に
八
千

代
町
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
提
供

し
ま
し
た
。
茨
城
県
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
（
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
）
生
産

量
は
全
国
第
３
位
を
誇
り
、
県
西

地
域
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
提
供
し
た
の
は
恵
味
と

い
う
品
種
で
、
粒
の
皮
が
柔
ら
か

く
甘
み
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
べ
た
東
中
の

生
徒
た
ち
は
「
甘
く
て
お
い
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

東中での給食の様子

６
月
24
日
、
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
（
大
久
保
喜
代
子
会

長
）
が
「
お
や
こ
食
育
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
12
組
の

親
子
が
参
加
し
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ

マ
フ
ィ
ン
作
り
に
挑
戦
。
材
料
を

袋
に
入
れ
て
こ
ね
、
型
に
流
し
込

ん
だ
も
の
を
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
ま

し
た
。焼
き
上
が
り
を
待
つ
間
は
、

折
り
紙
で
夏
野
菜
で
あ
る
ナ
ス
を

折
っ
て
楽
し
み
、
出
来
上
が
っ
た

マ
フ
ィ
ン
は
自
分
好
み
に
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

調理中の様子

ス
ポ
ー
ツ
で
多
文
化
交
流

第
１
回
国
際
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

７
月
１
日
、
第
１
回
八
千
代
町

国
際
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
て
外
国
人
と
日
本
人
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

近
隣
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
ベ

ト
ナ
ム
人
と
日
本
人
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
が
６
チ
ー
ム
参
加
し
、
６

人
対
６
人
の
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
試
合
は
ゴ
ー
ル
が
決

ま
る
度
に
歓
声
が
上
が
り
、
声
援

が
飛
び
交
う
な
ど
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

試合の様子
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スポーツコーナー

スポーツ大会の結果

問：総合体育館
　　℡ 0296-48-2469

■第 68 回八千代町ビーチボールバレー大会
〔と　き〕６月 18日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町ビーチボールバレー連盟
〔主な結果〕

一般の部
優　勝　Ｍａｔｒｉｘ
準優勝　チームＭＸ
第３位　ラッキースター
ミックスの部
優　勝　Ｔ＆Ｃ
準優勝　Ｐａｌ
第３位　トップタイガー

（敬称略）

県立八千代高等学校の生徒がスポーツで活躍
　茨城県立八千代高等学校（榊 原洋子校長）の柔道部、ボクシ
ング部、陸上競技部の生徒たちが榊 原校長と部活顧問の先生と
ともに大会出場報告のため、役場を訪れました。野村町長は「こ
れまで努力したことを信じて、頑張ってください」と激励の言
葉を述べました。
〇関東大会出場
【柔道部】男子団体（３年戸塚大翔さん、霜田匠さん、浅井

　エリックさん、２年荒井俊晃さん、田村優仁さん、島貫真
　希さん、石川裕汰さん）、女子個人３年荒井彩華さん【ボク
　シング部】フライ級３年中村友喜さん、ライトフライ級３
　年松本れあさん、２年渡邊隼平さん、ピン級２年木村悠さん
〇北関東大会出場
【陸上競技部】砲丸投げ３年菊日向大さん

〇第 37 回全日本硬式空手道選手権大会
　優勝１年江戸大河さん、準優勝１年中嶋結さん

■第 27 回八千代町テニス大会ミックスダブルス
〔と　き〕６月 25日（日）
〔ところ〕町民公園テニスコート
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
〔主な結果〕
優　勝　木村邦彦・本田綾子　組
準優勝　松本勝・鈴木まゆみ　組
第３位　上野英明・喜多初代　組

一般の部優勝のMatrix の皆さん ミックスの部優勝の T&Cの皆さん 優勝した木村・本田組

スポーツ少年団結団式を開催
　6 月 17 日、八千代町総合体育館で八千代町スポー
ツ少年団（相沢俊一本部長）が結団式を開催しま
した。当日は、７単位団の団員や指導員約 200 人
が参加。各団がそれぞれの活動について発表した
後、代表者が宣誓のことばを述べ、団員たちは心
意気新たに活動に臨むことを誓い合いました。

小学生を対象とした「走り方教室」を開催
6 月 24 日、八千代町体育センターで八千代町陸

上連盟（山口昌利部長）が「足が速くなる‼走り方
教室」を開催しました。筑波大学陸上競技部の現役
部員を講師として、参加した小学生 79 人は手足を
曲げないで走る、歩幅を小さくして走る、的を取り
合うなど、色々な走り方を笑顔で楽しみました。
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わ
た
し
の
好
き
な
人
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
妹
で
す
。

中
学
三
年
生
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
け
ん
ど
う
部
の

部
長
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
り
す
ぎ

て
ア
キ
レ
ス
け
ん
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
め
げ

ず
に
部
活
を
続
け
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
勉
強

も
一
生
け
ん
め
い
で
、
そ
ん
け
い
で
き
る
じ
ま
ん
の

お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

二
才
は
な
れ
た
ふ
た
ご
の
妹
は
、
い
つ
も
元
気
で

か
わ
い
い
で
す
。
い
っ
し
ょ
に
習
字
を
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
学
校
が
休
み
の
日
は
、
庭
を
走
り
回
っ
た

り
、
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
、
な
か
よ
く

遊
ん
で
い
ま
す
。
お
も
し
ろ
い
動
画
の
ま
ね
を
し
て

遊
ぶ
の
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

と
き
ど
き
ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
、
ず
っ
と
な
か
よ

し
な
四
姉
妹
で
い
た
い
で
す
。

大 好 き な人

笑顔がいいね !♥

じ

ま

ん

の

姉

と

妹

み ん な の 広 場

笑顔いっぱい、優
しさいっぱいな希
空。いつもたくさ
んの元気をありが
とう。これからも
希空らしく一歩一
歩成長していって
ね。

父　正良さん
母　麻衣さん

鈴
すず

木
き

希
の

空
あ

ちゃん　
令和２年７月 28日生まれ
 　　　　　　　　（新地）

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報ＰＲ係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3530）

古
ふる

谷
や

七
なな

海
み

さん（下結城小５年）

美
み

空
く

さん （姉）

いつもニコニコ笑
顔！食べるの大好
き！ 元 気 に お 兄
ちゃんと仲良く
育ってね♫

父　紘右さん
母　真彩さん

大
おお

里
さと

澪
みお

叶
か

ちゃん　
令和４年 11月 25日生まれ
 　　　　　　　　（松山）

千
ち

陽
はる

さん （妹） 優
ゆ

月
づき

さん （妹）

後列左側が七海さん
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夏バテ対策＝自己流

　異常に暑い日が続いておりますが、いかがお過ごしで
しょうか。先のコラムでベトナム国ラックズオン県訪問
をお知らせいたしました。移動の関係でホーチミンを訪
れた時に「この暑さは別格」と感じましたが、ここ数日
の日本の暑さは、まさかのホーチミンのそれです。暑す
ぎる。そこで町民の皆さまの健康（夏バテ）が心配され
ます。
　夏バテは、高温・多湿の夏の気候に負けて体が消耗を
きたし、体がだるい、食欲不振、体の不調、思考力の減
退や判断力の鈍化などが現れる状態です。夏バテの原因
としては主に①暑さによる寝不足②汗をかくことによる
脱水症状③冷たいものの過剰摂取による食欲減退が原因
とされています。皆さまは暑さに負けないよう夏バテ対
策を講じているかと思いますが、それぞれ二刀流ならぬ
「自己流」があるかと思います。
　私の自己流は自家製梅ジュースです。畑で南高梅を育
てていまして、優秀な木で毎年バケツ２杯ほど収穫でき
ます。これを使い梅シロップを作り、グラスに氷そして
水で薄めて毎日１杯飲む。職員時代は水筒を持参し飲ん
でいました。結構効果があるように思います。また外で

は、なるべく温かいものを食べるようにしています。へ
んてこな知識が身につきましたが、これは小学３年生の
時に近所の先輩と下妻のそろばん塾に行っていた時、先
輩が「暑い時にはおでん、寒い時にはアイス、これがい
いんだ」と言っていて、この話が本物と身についてしまっ
たようです。小学４年生の先輩に話の意味の裏付けがあ
るはずもなく、おそらく親が言っていたものを改良した
話であろうと思います。先人の知恵ということになりま
すが、案外私の体に合うようです。暑い夏を知恵と工夫
で乗り切りたいものです。
　もう一つ、私たちには常に体温を保とうとする調整機
能があり、これは自律神経というものが関係しています
が、この自律神経は笑いに影響されるようです。
　先頃、大久保司元町長が 86歳で永眠されました。５
期 20 年、まさに「強健」そのものでした。「疲れた」
という言葉を聞いたことがなく、夏バテも聞いたことが
ありませんでした。常に穏やかな表情でしたから、よほ
ど自己調整機能である自立神経の働きが優れていたし、
資質として持っておられたものと思います。お疲れ様で
した、ご冥福をお祈りいたします（合掌）。

大久保司元町長が逝去

【功績】
大久保司元町長は、対話と協調のまちづくりを掲げふれあいミーティング等対話集会を積極的に実施し、
町の基幹産業である農業の近代化に力を注ぐ一方で、出産子育て奨励金制度の創設や医療福祉費支給制度

（マル福）の対象者拡充といった子育て支援、八千代診療所の開設による町内の医療機関不足の解消、行政
の基盤となる役場新庁舎の建設、全教室へのエアコン設置や中学校新校舎の建設による教育環境の整備、
八千代工業団地の整備・企業誘致による雇用創出などに取り組まれました。また、東日本大震災や東日本
豪雨災害などの未曽有の災害対応にも尽力され、安全安心なまちづくりに大きな功績を残されました。

【略歴】
昭和 54 年 12 月から　町議会議員（３期）
昭和 63 年 9 月から　町農業委員（２期）
平成６年２月から　常総ひかり農業協同組合代表理事専務
平成９年４月から　常総ひかり農業協同組合代表理事理事長
平成 11 年 2 月から平成 31 年 2 月　八千代町長（連続５期）

「まもちゃん」の愛称で親しまれた大久保司元町長（86 歳）が、
7 月 16 日に逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。
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お知らせ版
№ 759

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

予
約
（
完
全
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

ま
ち
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
「
屋
外
広
告
物
」
は
、
ま

ち
の
良
好
な
景
観
の
形
成
と
公
衆

に
対
す
る
危
害
防
止
の
点
か
ら
、

表
示
場
所
や
大
き
さ
な
ど
が
規
制

さ
れ
て
い
ま
す
。
表
示
す
る
と
き

は
、
原
則
と
し
て
市
町
村
長
の
許

可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
、
種

類
ご
と
に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
許
可
期
間
の
満
了
後

も
引
き
続
き
表
示
す
る
場
合
は
、

更
新
許
可
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

（
内
線
２
４
２
０
）

職
種

一
般
事
務

受
験
資
格
【
大
卒
】
平
成
６
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学

を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

【
短
大
卒
】
平
成
８
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に

護
者
・
関
係
者

申
込
期
限

８
月
16
日
（
水
）
午

後
４
時

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
筑
西
の
臨
時
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
を
提
出
す
る
際
に
、
仕
事
の
悩

み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

８
月
18
日
（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
正
午
～
午
後
１

時
は
除
く
）

場
所

役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

（
内
線
１
４
１
０
）

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

８
月
25
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

８
月
12
日（
土
）～
16
日（
水
）は
、

次
の
施
設
が
休
館
に
な
り
ま
す
。

対
象
施
設

歴
史
民
俗
資
料
館
、

中
央
公
民
館
、
総
合
体
育
館
、
体

育
セ
ン
タ
ー
、
各
公
園
受
付
業
務

※
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
17

日
（
木
）
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
各
小
中
学
校

（
学
校
開
放
）
は
、
事
前
に
予
約

し
た
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館

０
２
９
６
‐
48
‐
０
５
２
５

中
央
公
民
館

０
２
９
６
‐
48
‐
１
５
１
５

総
合
体
育
館

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？
」
な
ど
、
就
職
の
悩
み

や
不
安
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

８
月
17
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

問

問 問TEL

お

知

ら

せ

問

問

TEL

問

TEL

TEL

問

TEL

働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？

町
内
の
施
設
休
館
の
お
知

ら
せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

防災行政無線を用いた情報伝達試験を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、情報
伝達試験を行います。これは、全国瞬時警報システ
ム（J アラート）を用いた試験で、八千代町以外の
地域でもさまざまな手段で情報伝達試験が行われま
す。

日　　時　８月 23日（水）午前 11時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Jアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音
※ Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課消防防災係（内線３３１０）

下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

ひ
と
り
親
の
た
め
の
出
張

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は

許
可
が
必
要
で
す
！

ごみの野焼きは犯罪です！
◆トラブルの原因となります
役場には「煙で咳が止まらない」といった健康被害
や「洗濯物に匂いがつく」などの苦情が多く寄せら
れています。野焼きは近所迷惑になるだけでなく、
ダイオキシン類などの有害な物質が発生し、人の健康
への影響を及ぼします。
※法律の例外とされる野焼きであっても、近隣住民
　から苦情があった場合は、指導の対象となることが
　あります。

◆処罰の対象となります
家庭から出るごみや農業用資材を焼却することは、
法律違反です。
※違反した場合、５年以下の懲役もしくは１千万円
　以下（法人は３億円以下）の罰金があります。

◆火災として通報される可能性があります
火災として間違われ、消防署に通報されたり、延焼
して火災の原因になったりすることがあります。

問い合わせ　環境対策課環境政策係（内線２５２０）
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●人口 21,102 人 (1,545) ●男 11,077 人 (1,169) ●女 10,025 人 (376)
●世帯数 8,029 世帯 (1,329)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 ７月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
出
店
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品

や
美
味
し
い
野
菜
の
販
売
な
ど
、

親
子
三
世
代
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
９
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

場
所

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
憩
遊
館

※
詳
し
く
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
の
や
ち
ま
る
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
地
域
振
興
係

（
内
線
２
３
１
０
）

コ
ー
ド
の
下
妻
地
方
広
域
事
務
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
で
す
。

下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
事
務

局
０
２
９
６
‐
45
‐
０
６
１
１

八
千
代
町
ミ
ラ
イ
す
ご
ろ
く
や

八
千
代
町
ナ
ゾ
ト
キ
な
ど
の
体
験

生
ま
れ
た
人
で
、
短
大
を
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人
【
高
卒
】

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
人
【
経
験
者
】
昭
和
49
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
民
間

企
業
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
に

お
け
る
職
務
経
験
が
令
和
５
年
７

月
30
日
現
在
で
５
年
以
上
あ
る
人

第
１
次
試
験
日

10
月
15
日（
日
）

場
所

ク
リ
ー
ン
ポ
ー
ト
・
き
ぬ

大
会
議
室

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
を
窓

口
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み

申
込
期
間

８
月
14
日
（
月
）
～

９
月
15
日
（
金
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
申
込
書
は
、
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
下
記
二
次
元

TEL

第８回八千代町多文化共生
マンスリーセミナー

日　　時　８月 20日（日）午前 10時～正午
場　　所　役場４階大会議室
内　　容

「多文化共生で進める持続可能な地域づくり」
多文化共生とは？これからの日本のまちづくり・地域づ
くりに必要な異文化コミュニケーションとは？外国人受
け入れをめぐる昨今の日本の取り組み・考え方などの推
移について、国際社会の傾向、動向などを分かりやすく
解説します。
定　　員　30 人（先着順）
受  講  料 　無料
申込方法
電話または右記二次元コードの申し込み
フォームから申し込み
申込期限　８月 10日（木）午後５時
※オンライン配信も行います。
※セミナー後に、ランチ交流会を開催します（参加自由、
　別途負担金あり）。

問い合わせ　秘書課地域協働係（内線３５２０）

８月の納税等
町・県民税（第２期）

国民健康保険税（第２期）
後期高齢者医療保険料（第２期）

介護保険料（第３期）
納期は８月 31日（木）です

税 務 課　（内線 1530）
国保年金課　（内線 1220）
　　　　　   （内線 1210）
福祉介護課　（内線 1320）

問

第２回『介護予防運動教室
（ココカラアップ教室）』参加者募集

　65歳以上の方が元気でいきいきと過ごせるよう、介護
予防事業の１つとして『介護予防運動教室（ココカラアッ
プ教室）』を開催します。
期　間　９月７日（木）～ 11月 16日（木）のうち
　　　　毎週木曜日【全 10 回】
　　　　各日午後１時 30分～３時
場　所　中央公民館１階高齢者研修室
対象者　町内在住の 65歳以上の人で、介護サービスを
　　　　利用していない人
定　員　15人（先着順）※新規申込者を優先
参加費　無料
内　容
〇各専門職（薬剤師・理学療法士・管理栄養士・看護師・
　歯科医師・認知症キャラバンメイト）による講話
〇リハビリ専門職による運動機能向上のための日常的な
　体操や自宅でも行える運動、腰痛予防体操等
※講座の初回と最後に、体力測定等の評価を行います。
申込方法　窓口または電話で申し込み
申込期間　８月７日（月）～ 25日（金）

問い合わせ　地域包括支援センター（内線１３１０）

問

問

催

し

物

あ
お
ぞ
ら
市
場
や
ち
ま
る

を
開
催

『自衛官』募集
【募集内容】

一般曹候補生 航空学生
（海上・航空） 自衛官候補生

応募資格

採用予定月の
１日現在、18歳
以上 33歳未満
の人

【海上】
令和６年４月１日
現在、18歳以上
23歳未満の人

採用予定月の
１日現在、18歳
以上 33歳未満
の人

【航空】
令和６年４月１日
現在、18歳以上
21歳未満の人

１次
試験日

９月15日（金）
～ 24 日（日）
のうち指定す
る１日

９月18日（月）
受け付け時に
お知らせしま
す。

申込期限 ９月５日（火）
必着

９月７日（木）
必着 通年募集

問い合わせ
自衛隊茨城地方協力本部筑西地域事務所
℡ 0296-22-7239

▲申し込み
フォーム
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６月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１９０

八千代町特定自動車部品のヤード内保管等の適正化に関する条例を可決

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
、
議
会
は
個
人
情

報
保
護
法
の
適
用
対
象
外
と
な
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
個
人
情
報
保

護
水
準
を
維
持
す
る
た
め
、
新
た

に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
特
定
自
動
車
部
品
の
ヤ
ー
ド
内

保
管
等
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例

町
内
の
ヤ
ー
ド
に
お
け
る
特
定

自
動
車
部
品
の
保
管
等
の
適
正
化

を
図
り
、
町
民
の
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で

す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８

８
５
９
万
４
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
84
億
３
９
５
４
万
１

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

令和５年第２回定例会は、６月８日から 15 日までの８日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部から八千代町特定自動車部品のヤード内保管等の適正化に関する条例をはじめ、　　
補正予算など９議案が提案され、審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は６月 14 日と 15 日に行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２

５
５
７
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
82
億
３
７
５
７
万
円
と
し
た
も

の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
３
３

７
万
７
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
82
億
５
０
９
４
万
７
０
０

０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇
土
地
開
発
公
社
令
和
５
年
度
事

業
計
画
及
び
令
和
４
年
度
決
算

◇
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◇
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書◇
水
道
事
業
会
計
継
続
費
繰
越
計

算
書

◇
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告

◇
監
査
委
員
の
選
任
同
意

９
月
12
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
左
記
の
１

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

斉
藤
実
さ
ん
（
水
口
）

◇
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
、
地
方
税
施
行
令
等

の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税
の

税
率
区
分
の
令
和
５
年
12
月
ま
で

の
据
え
置
き
及
び
軽
減
特
例
の
期

間
延
長
、
設
備
投
資
に
係
る
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
を
創
設
し
た

も
の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正地

方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度

額
を
引
き
上
げ
た
も
の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
を
48
万

８
０
０
０
円
に
増
額
し
た
も
の
で

す
。

●

議
員
提
出
議
案

●

条

例

●

予

算

●

専
決
処
分

●

人

事

●

報
告

廣
瀬
賢
一
議
員
の

ご
逝
去
を
悼
む

八
千
代
町
議
会
議
員
の
廣

瀬
賢
一
氏
が
、
去
る
令
和
５

年
４
月
24
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

同
氏
は
、
平
成
23
年
、
町

議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
て

以
来
、
連
続
３
期
、
約
12
年

に
わ
た
り
在
職
し
、こ
の
間
、

副
議
長
、
産
業
建
設
常
任
委

員
長
な
ど
数
々
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
町
の
振
興
と
発
展
、

議
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

八
千
代
町
議
会
は
、
同
氏

の
生
前
の
ご
功
績
を
讃
え
る

と
と
も
に
、
こ
こ
に
謹
ん
で

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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と
、
私
は
「
意
欲
・
思
い
や
り
・

命
」
に
併
せ
て
「
愛
郷
無
限
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
い
か
に
故
郷
の

た
め
に
貢
献
で
き
る
か
を
考
え
、

そ
し
て
故
郷
を
思
い
続
け
る
心
を

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

  

ほ
ど
計
上
し
て
い
ま
す
。
約
２
カ

月
間
の
休
館
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
温
泉
施
設
と
し

て
の
集
客
に
資
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

町

長

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ

レ
ッ
ジ
は
、
町
内
の
人
々
の
憩
い

の
場
と
し
て
、
町
外
の
方
に
も

八
千
代
町
の
顔
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

全
体
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
中
で

財
源
等
も
確
保
し
、
施
設
の
再
整

備
を
す
る
の
と
並
行
し
て
、
社
会

情
勢
に
合
っ
た
新
た
な
施
設
へ
の

取
り
組
み
も
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
新
た
な
特
色
を
備
え
た
全
世

代
の
人
が
安
心
で
安
全
で
遊
べ
る

場
所
に
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
未
利
用
地
に
つ

き
ま
し
て
は
、
全
体
計
画
の
中
で

き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
が

開
業
し
、
30
年
近
い
年
月
が
経
過

し
て
い
ま
す
。
施
設
の
老
朽
化
が

目
立
ち
、
そ
れ
に
伴
う
改
修
の
必

要
性
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
が

温
浴
施
設
に
求
め
る
基
準
も
少
し

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
温
泉
施
設
の
更

新
と
遊
休
地
の
活
用
に
よ
る
憩
い
の
場
づ
く
り

ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
の
目
線
に
立
つ
と
、
き
れ

い
で
最
新
の
設
備
に
改
修
し
て
お

く
こ
と
が
利
用
者
の
安
全
や
気
持

ち
い
い
入
浴
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
今
後
の
改
修
の
計
画
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
遊
休
地
と
な
っ
て
い
る

果
樹
園
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
が

楽
し
め
る
空
間
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
現
在
、
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人

口
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
は
競
技
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
一
つ
の
カ

ル
チ
ャ
ー
と
し
て
成
立
し
、
子
供

も
大
人
も
世
代
を
超
え
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
施
設
が
出
来

る
と
、
そ
こ
で
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
一
つ
の

経
済
圏
が
生
ま
れ
、
憩
遊
館
の
集

客
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

今
年
度
に
つ

い
て
は
老
朽
化
し
て
い
る
浴
室
、

ロ
ッ
カ
ー
室
、
サ
ウ
ナ
ル
ー
ム
等

の
施
設
の
改
修
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
予
算
額
は
２
６
０
０
万
円

人
一
人
輝
い
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
継
承
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
は
そ
れ
に
加
え
、
生
き

る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

「
意
欲
・
思
い
や
り
・
命
」
こ
の

３
つ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
町
内
７
校
に
お
け
る
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
反
映
す
る
よ
う

指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。

個
性
を
引
き
出
す
と
い
う
と
こ

ろ
で
は
、
特
別
活
動
と
い
う
の
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
学

校
行
事
を
は
じ
め
、
各
学
級
で
の

課
題
等
に
つ
い
て
、
自
分
事
と
し

て
捉
え
て
解
決
の
方
向
に
向
か
っ

て
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
を
重
視

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
児
童

主
体
、
生
徒
主
体
の
学
校
行
事
を

仕
組
ん
で
も
ら
い
、
子
供
た
ち
が

体
験
を
し
た
後
に
、
あ
た
か
も
自

分
達
の
力
で
成
し
遂
げ
た
と
い
う

よ
う
な
充
実
感
が
味
わ
え
る
よ
う

な
学
校
行
事
を
つ
く
る
よ
う
心
掛

け
て
お
り
ま
す
。

八
千
代
町
の
学
校
教
育
に
お
け

る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
ま
す

学

校

教

育

に

つ

い

て

関
教
育
長
が
４
月
よ
り
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
教
育
行
政
の
ト
ッ
プ

で
あ
る
関
教
育
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

当
町
の
教
育
で
、
こ
れ
ま
で
の

流
れ
を
継
承
し
て
い
く
部
分
と
変

え
て
い
く
べ
き
部
分
を
お
聞
き
し

ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
は
団
体
生

活
の
場
で
す
。
し
か
し
、
現
在
で

は
個
性
を
伸
ば
す
教
育
も
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
両

立
さ
せ
て
い
く
の
か
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。
最
後
に
、
当
町
で
も
児

童
生
徒
数
の
減
少
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
学
校
教
育
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
化
を
行
い
、
児
童
生
徒

を
確
保
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。

教
育
長

八
千
代
町
の
教
育
の
目

指
す
と
こ
ろ
は
、
子
供
た
ち
が
一 関 眞幸 議員

町
政
を
問
う
！

一
般
質
問
に
９
名
が
登
壇



広報やちよ№ 766　2023.8 月号　　　16

伺
っ
た
時
、
や
っ
と
実
現
で
き
る

な
と
思
い
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
八
千
代
町
の
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
生
徒
た
ち
に
感
じ
た
こ

と
で
す
が
、
八
千
代
町
の
小
中
学

校
７
校
を
全
て
訪
問
い
た
し
ま
し

た
。
小
学
校
５
校
に
共
通
し
て
言

え
る
の
は
、
明
る
く
て
人
見
知
り

が
な
く
て
活
動
的
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
中
学
校
２
校
に
関
し
て

も
、
大
き
な
差
は
な
く
、
素
直
で

礼
儀
正
し
く
、
真
面
目
に
授
業
に

取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

す
。

町

長

こ
の
１
級
町
道
８
号
線

は
、
八
千
代
町
に
と
っ
て
、
古
河

市
か
ら
来
て
、
町
の
真
ん
中
を

通
っ
て
常
総
市
に
抜
け
て
い
く

動
脈
的
な
道
路
に
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
道
路
の
完
成
は
、
地
元

は
も
と
よ
り
、
町
と
し
て
も
早
期

開
通
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
地
権
者
の
方
と
の
交
渉
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
般
地
権

者
の
方
が
心
を
開
い
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
、
粘
り
強
い
交
渉

の
成
果
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。あ

と
は
財
源
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
国
や
茨
城
県
と
の
協
議
の

中
で
、
ど
れ
だ
け
早
く
実
現
化
に

向
け
て
進
め
ら
れ
る
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
が
、
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１
級
町
道
８
号
線
は
若
地
内
の

結
城
坂
東
線
か
ら
東
蕗
田
地
内
、

栗
山
地
区
を
通
り
、
筑
波
サ
ー

キ
ッ
ト
南
側
へ
通
じ
る
、
町
の
中

央
か
ら
南
へ
抜
け
る
幹
線
道
路
で

す
。
西
方
面
は
１
級
町
道
12
号
線 大久保 武 議員

１

級

町

道

８

号

線

に

つ

い

て

か
ら
広
域
農
道
、
さ
ら
に
は
古
河

市
の
名
崎
工
業
団
地
や
筑
西
幹
線

道
路
へ
通
じ
る
、
八
千
代
町
の
産

業
発
展
の
た
め
に
重
要
な
道
路
で

す
。第

１
期
工
事
区
間
で
あ
る
若
地

内
の
結
城
坂
東
線
か
ら
東
蕗
田
地

内
の
つ
く
ば
古
河
線
ま
で
が
平
成

26
年
４
月
に
開
通
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
開
通
に
よ
り
栗
山
地
区

で
は
一
日
も
早
い
工
事
着
手
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

今
後
の
整
備
区

間
と
な
り
ま
す
第
２
期
工
事
区
間

は
、
東
蕗
田
地
内
の
県
道
つ
く
ば

古
河
線
の
交
差
点
か
ら
栗
山
地
内

を
抜
け
、
筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
南
側

ま
で
の
区
間
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

用
地
測
量
業
務
に
向
け
た
予
算
措

置
に
つ
い
て
、
茨
城
県
や
八
千
代

町
財
政
部
門
と
の
協
議
を
進
め
る

と
同
時
に
、
流
末
排
水
路
の
確
保

に
向
け
た
各
方
面
と
の
協
議
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
早
期
の
工
事

竣
工
を
目
指
し
て
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

町

長

副
町
長
、
教
育
長
、
共

に
八
千
代
町
の
出
身
で
他
の
自
治

体
で
行
政
経
験
を
積
ん
で
い
ま

す
。
副
町
長
に
は
、
職
員
の
人
材

育
成
は
も
と
よ
り
、
町
が
抱
え
る

行
政
課
題
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
教
育
長
に
は
、
今
後
の
八
千

代
町
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
長
年
の
経
験
を
生
か
し
、
よ

り
良
い
方
向
へ
導
い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

副
町
長

前
職
を
退
職
し
て
か
ら

６
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
私

に
、
副
町
長
の
職
が
務
ま
る
の
か

と
悩
み
ま
し
た
が
、
最
後
は
地
元

で
あ
る
八
千
代
町
に
尽
く
し
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
決
意
し
た
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
長
年
の
行
政
経

験
を
生
か
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
い
状
態
で
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
と
共

に
、
町
長
の
判
断
を
仰
が
な
く
て

も
よ
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
の

段
階
で
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

教
育
長

私
の
座
右
の
銘
は
「
愛

郷
無
限
」
で
す
。
教
育
長
の
話
を

三

役

の

行

政

に

つ

い

て

八
千
代
町
の
行
政
は
町
長
、
副

町
長
、
そ
し
て
教
育
長
の
三
役
が

主
導
し
、
全
て
の
町
民
に
平
等
に

行
き
渡
る
よ
う
に
物
事
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
三

役
の
方
々
に
質
問
し
ま
す
。

町
長
が
新
た
に
任
命
し
た
副
町

長
と
教
育
長
に
対
し
て
何
を
期
待

し
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

副
町
長
は
行
政
経
験
が
豊
富
だ

と
聞
い
て
い
ま
す
。
な
ぜ
副
町
長

の
職
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
八
千
代
町
で

ど
の
様
な
役
割
を
果
た
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長
は
八
千
代
町
出
身
だ
と

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
教
育
長
と

い
う
職
を
引
き
受
け
よ
う
と
思
っ

た
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
八
千
代
町
の
小
中
学
校
の

生
徒
に
対
し
て
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

大久保 敏夫 議員

１級町道８号線
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な
く
、
八
千
代
町
全
体
に
も
及
ば

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
理

想
像
に
向
け
て
進
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
共
交
通
の
バ
ス
路
線
変
更
に

つ
い
て

い
た
上
で
自
己
除
去
、
も
し
く
は

弁
当
持
参
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

町

長

教
育
の
一
環
と
し
て
実

施
し
て
い
る
学
校
給
食
は
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
配
慮
が
必
要

な
児
童
生
徒
に
は
可
能
な
限
り
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
と
な
る
食
品
や
症

状
は
児
童
生
徒
に
よ
り
異
な
り
、

誤
っ
た
判
断
や
対
応
は
体
の
成
長

に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
呼
吸
困
難
な
ど
重
篤
な
症
状

と
な
っ
て
現
れ
、
命
に
関
わ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
学
校

給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
易
な
判
断

は
避
け
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒
に
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
健

全
な
発
達
を
促
す
こ
と
が
大
き
な

狙
い
と
し
て
行
わ
れ
る
教
育
活
動

の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
学
校
給
食 生井 和巳 議員

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

は
毎
日
の
食
事
を
通
し
て
良
好
な

人
間
関
係
を
築
く
場
で
も
あ
り
、

児
童
生
徒
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康

で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
能
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
活
動
で
も
あ
り

ま
す
。
教
育
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
る
学
校
給
食
は
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な

児
童
生
徒
に
は
可
能
な
限
り
で
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
八
千
代
町
の
学
校
給
食
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

教
育
部
長

新
小
学
１
年
生
の
就

学
前
の
健
康
診
断
時
に
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
保
護
者
、
学
校
、
栄

養
教
諭
で
面
談
を
実
施
し
、
個
別

支
援
の
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
対
応

し
て
お
り
ま
す
。
プ
ラ
ン
は
毎
年

見
直
し
を
行
い
、
継
続
し
た
対
応

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
用
の
詳
細

な
献
立
表
と
加
工
食
品
等
に
含
ま

れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
の
詳
細
な

情
報
を
提
供
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
物

質
の
有
無
の
確
認
を
し
て
い
た
だ

秘
書
公
室
長

現
在
、
社
宅
・
社

員
寮
整
備
支
援
事
業
や
転
入
者
住

ま
い
応
援
助
成
金
、
新
婚
家
庭
家

賃
助
成
金
な
ど
の
施
策
を
展
開

し
、
市
街
化
区
域
内
の
人
口
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
商
業
施
設

に
つ
き
ま
し
て
も
、
民
間
企
業
に

働
き
か
け
を
し
て
、
官
民
連
携
に

よ
る
誘
致
も
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

町

長

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

と
資
金
を
活
用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
方
式
で
の
子

育
て
支
援
住
宅
整
備
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
、
八
千

代
町
で
は
初
の
町
営
住
宅
と
な
り

ま
す
。こ
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、

商
業
施
設
の
誘
致
に
も
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
り
ま
す
。
併
せ
て
国

道
や
県
道
沿
い
に
、
開
発
が
可
能

な
計
画
地
区
を
つ
く
る
地
区
計
画

の
策
定
も
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

事
業
費
総
額
１
１
５
億
円
を
投

資
し
た
費
用
対
効
果
と
い
う
も
の

は
、
中
心
市
街
地
の
方
々
だ
け
で

中

心

市

街

地

の

に

ぎ

わ

い

の

創

出

に

つ

い

て

平
成
元
年
よ
り
市
街
化
区
域
に

お
い
て
区
画
整
理
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
で
、
一

戸
建
て
住
宅
や
賃
貸
ア
パ
ー
ト
は

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
既
存
の
飲

食
店
が
何
店
舗
か
閉
店
し
て
し
ま

い
、
中
心
市
街
地
と
し
て
の
都
市

基
盤
の
機
能
性
が
乏
し
い
状
態
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
八
千
代
町
は

農
業
の
町
で
あ
り
ま
す
が
、
中
心

市
街
地
で
あ
る
区
画
整
理
後
の
一

等
地
に
お
い
て
、
野
菜
な
ど
を
耕

作
し
て
い
る
農
地
も
目
立
ち
ま

す
。
事
業
費
総
額
１
１
５
億
円
も

の
巨
費
を
投
じ
た
の
で
す
か
ら
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
費
用
対
効
果

に
見
合
っ
た
成
果
が
求
め
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
結
城
坂
東
線
沿
線
に
は

も
う
少
し
商
業
施
設
が
張
り
付
く

よ
う
な
施
策
が
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
現
状
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

上野 政男 議員
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え
て
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
改
修
す

る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
移
転
す
る

べ
き
か
十
分
に
協
議
検
討
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長

不
法
投
棄

の
通
報
や
発
見
の
連
絡
が
あ
っ
た

際
に
は
、
環
境
対
策
課
が
現
地
を

確
認
し
、
警
察
や
茨
城
県
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
、

職
員
に
よ
る
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
不
法
投
棄

を
通
報
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

用
ア
プ
リ
で
あ
る
ピ
リ
カ
の
利
用

促
進
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ご
み
の
収
集
に
関
し
て
は
、
今

年
度
中
に
、
ふ
れ
あ
い
戸
別
収
集

事
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
事
業
は
、
家
庭
ご
み
を
集
積
所

ま
で
運
搬
す
る
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
や
障
害
者
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯
の
生
活
環
境
の
支
援

を
す
る
た
め
、
週
に
一
回
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
宅
ま
で
ご
み
を
収
集
に

伺
う
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
八
千
代
町

の
取
り
組
み
と
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

地
域
の
水
路
、
農
道
な
ど
の
老

朽
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
各
地
域
で
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
を
利
用
し
た
地

域
活
性
化
、
補
修
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
補
助
金
を 安田 忠司 議員

八

千

代

町

の

環

境

保

全

対

策

に

つ

い

て

も
ら
っ
て
い
る
地
域
と
、
も
ら
っ

て
い
な
い
地
域
が
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
町
が
中
心
と
な
り
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
の
問
題
や
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
な
ど
、

ご
み
集
積
所
ま
で
行
け
な
い
人
が

増
え
て
い
る
な
ど
、
ご
み
に
関
す

る
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
、
八
千

代
町
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
、
お

聞
き
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

交
付
金
を
利
用

す
る
た
め
に
は
活
動
組
織
の
設
立

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
町

内
で
10
組
織
ご
ざ
い
ま
す
。
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
事
業
に
取

り
組
む
際
の
事
務
の
煩
雑
さ
な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
制
度
の
周
知
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
県
や
土
地
改

良
区
等
と
連
携
し
、
活
動
組
織
へ

の
支
援
及
び
新
た
な
地
域
の
事
業

推
進
、
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命

化
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
50
年
以

上
の
年
月
の
経
過
に
よ
り
設
備
は

老
朽
化
し
、
補
修
や
維
持
管
理
に

費
用
が
か
さ
ん
で
い
ま
す
。
海
洋

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
夏
場
の

利
用
期
間
の
み
周
囲
を
覆
っ
て
い

ま
す
が
、
屋
根
は
な
く
、
鉄
骨
が

腐
食
し
、
衛
生
環
境
が
良
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

町
に
は
、
児
童
生
徒
た
ち
に
水

泳
の
体
験
授
業
を
提
供
す
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。
プ
ー
ル
施
設
に
関

す
る
今
後
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

町

長

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
施

設
に
関
し
て
は
、
今
後
の
学
校
の

在
り
方
と
併
せ
て
考
え
る
べ
き
問

題
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
八
千
代
町
で
は
海
洋
セ
ン

タ
ー
だ
け
で
な
く
中
央
公
民
館
、

総
合
体
育
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
も

老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

施
設
の
改
修
及
び
建
て
替
え
、
小

中
学
校
の
水
泳
事
業
を
一
カ
所
に

集
約
す
る
こ
と
、
民
間
の
力
を
借

り
る
こ
と
、
全
て
の
可
能
性
を
考

帯

状

疱

疹

ワ

ク

チ

ン

へ

の

助

成

に

つ

い

て

帯
状
疱
疹
は
、
50
歳
か
ら
発
症

率
が
高
く
な
り
、
80
歳
ま
で
に
約

３
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
助
成
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
東

京
都
は
、
助
成
事
業
を
行
う
自
治

体
に
対
し
て
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
へ
の
助
成
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

現
在
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は

厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ

ク
チ
ン
分
科
会
で
定
期
接
種
に
向

け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

八
千
代
町
と
し
て
は
、
分
科
会
の

動
向
や
他
の
自
治
体
の
状
況
に
つ

い
て
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も

に
、
地
元
医
師
会
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
ま 中山 勝三 議員

八千代海洋センター
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に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
火
葬

埋
葬
を
行
い
ま
す
。
火
葬
し
た
後
、

遺
骨
の
管
理
や
納
骨
を
す
る
人
が

い
な
い
場
合
に
は
、
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
お
寺
に
依
頼
を
し
ま
し

て
、
身
寄
り
の
な
い
方
の
遺
骨
を

合
同
埋
葬
し
て
納
骨
を
す
る
。
こ

の
よ
う
な
流
れ
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
町
が
火
葬
や
埋
葬
を

行
う
場
合
、
関
係
法
令
に
基
づ
い

て
行
う
た
め
、
最
低
限
の
簡
素
な

葬
儀
と
な
り
ま
す
。

町

長

引
き
こ
も
り
の
支
援
を

す
る
際
に
、
心
得
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
引
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
全
て
の
人
が
、
社

会
的
支
援
や
治
療
を
必
要
と
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で

す
。
町
と
し
ま
し
て
は
、
支
援
の

必
要
性
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
適

切
な
支
援
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

生
活
保
護
法
の
葬
祭
扶
助
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。
身
寄
り
が
な

く
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
亡
く

な
っ
た
方
の
葬
祭
費
を
行
政
が
負

担
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
と

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
八
千
代

町
で
も
、
同
様
の
実
態
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
あ
る
場
合

は
、
葬
儀
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
執

り
行
わ
れ
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。

保
健
福
祉
部
長

八
千
代
町
に
お

い
て
、
亡
く
な
っ
た
方
に
財
産
も

身
寄
り
も
な
い
場
合
に
は
町
が
御

遺
体
を
引
き
取
り
、
墓
地
埋
葬
等

町

の

ひ

き

こ

も

り

に

つ

い

て

ひ
き
こ
も
り
の
問
題
は
全
世
代

間
の
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ひ
き
こ
も
り
支
援
は
一
人
一

人
の
状
況
を
把
握
し
て
、
よ
り
緊

密
な
支
援
策
が
必
要
で
す
。
八
千

代
町
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
支

援
を
お
聞
き
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

現
在
、
福
祉
介

護
課
や
健
康
増
進
課
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
、
複
数
の
相
談
窓
口

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
相
談
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
相
談
者
の
状
況
に

応
じ
て
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職

員
に
よ
る
個
別
訪
問
や
、
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
面
接
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
県
ひ
き

こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

紹
介
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

適
切
な
支
援
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

増田 光利 議員

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施

設
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
や
学
校
の
社

会
見
学
に
お
取
り
入
れ
く
だ

さ
い
。

次
の
定
例
会
は
９
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
を傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？

議
会
事
務
局

℡

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

議場は役場４階にあります

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
の
公
共
機
関

に
対
す
る
要
望
を
議
会
に
訴
え

る
手
段
の
こ
と
で
す
。

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で
は

提
出
の
方
法
や
取
り
扱
い
が
異

な
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

教育民生常任委員会委員会
紹介

査
及
び
議
案
、
請

願
、
陳
情
等
の
審

査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
八
千
代
町
議

会
で
は
、
教
育
民

生
常
任
委
員
会
の

定
数
は
５
人
と
さ

れ
て
お
り
、
主
に

定
例
会
中
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

ってどんな委員会？

会議の様子

教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、
八
千
代
町
議
会
に
設
置

さ
れ
て
い
る
三
つ
の
常
任
委
員
会
の
一
つ
で
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
や
学
校
教

育
、
町
の
福
祉
等
、
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
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早めの予防行動を

　下記二次元コードから地域や
暑さ指数を設定して登録する
ことで、熱中症警戒アラートや、
暑さ指数に応じた熱中症情報を
受信できます。早めの予防行動
を心がけましょう。

【さらに詳しい情報はこちら】

　熱中症とは、高温多湿な環境に長時間いるこ
とで、体温調節機能がうまく働かなくなり、体
内に熱がこもった状態を指します。屋外だけで
なく、室内で何もしていない時でも発症します。
熱中症による健康被害を防ぐため、正しい知識
を身につけ、体調の変化に気をつけるとともに、 
周囲にも気を配りましょう。

メールで
受信

LINE で
受信

熱中症が疑われる人を見かけたら
（主な応急処置）

　　　　　　　　エアコンが効いている室内や
　　　　　　　　風通しのよい日陰など涼しい
　　　　　　　　場所へ避難させる

　　　　　　　　衣服をゆるめ、首の周り、
　　　　　　　　脇の下、足の付け根などを
　　　　　　　　冷やす

　　　　　　　　水分・塩分、経口補水液（水に
　　　　　　　　食塩とブドウ糖を溶かしたもの）
　　　　　　　　などを補給させる

　　　　　　　　自力で水が飲めない時、
　　　　　　　　意識がない時は、迷わず
　　　　　　　　救急車を呼びましょう！

 ◀熱中症予防に関する情報のほか、
　天気予報、救急搬送状況なども
　掲載しています。ぜひご活用くだ
　さい。

熱中症予防のための情報・資料サイト

№ 766№ 766

　
　
広
報
や
ち
よ
　
　
令
和
５
年
８
月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

編
集

発
行

：
八

千
代

町
秘

書
公

室
秘

書
課

　
〒

300-3592
茨

城
県

結
城

郡
八

千
代

町
大

字
菅

谷
1170

番
地

☎
0296-48-1111（

代
）　

FAX0296-48-0161
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
http://w

w
w

.tow
n.ibaraki-yachiyo.lg.jp




